
6
月
8
日
︵
木
︶

ま
と
め

発行：あいち平和行進共同連絡会
連絡先 : 愛知県原水協 TEL:052-932-3219 FAX:052-931-2651 
mail: gensuikyo@lime.ocn.ne.jp

2023 年 6 月 9 日（No.9）

あいち
平和行進

5/31‑
   6/112023

◆参加者　のべ 185 人　◆ペナント　8 本

◆折り鶴　3,000 羽　◆募金　14,000 円

武豊町役場→ JA 愛知知多　半田市役所→新栄町交差点
阿久比町駅→阿久比町役場
東浦町勤労福祉会館→東浦町役場→役場東交差点
大府駅→大府市役所

●武豊町
知多原水協の森川さんが司会。
毎日、楽しく歩いていると言う通し行進者の村上さん。「昨日はこれ

までで最高の 32,000 歩。歩いた実感！」と話し、わかやま市民生協の
森さんも紹介。
県内通し行進者の奥田さんが、「きょうは３人で歩きます」と話し、

先頭に掲げて歩いている絵を紹介。
愛高教知多支部の渡辺さんは地元の高校で 33年の教師。「ロシアとウ

クライナ、ふと気付くと戦争になっている。ウクライナの人の『私たち
がいったい何をしたか』という言葉が忘れられない。大多数の人は戦争
したくてやっているわけではない。知ってもらうことが大事。」そう話し、
行進に移りました。

◆参加者　のべ 50 人　◆折鶴　2,000 羽
◆ペナント　3 本

武
豊

半田市長より、メッセージ代読。「広島サミットが開催され
た。原爆記念館に世界代表が訪れて、評価している」とあいさつ。
議長からは、「世界に目を向けると、ロシアとウクライナの戦争。
世界平和を願う貴団体に敬意を表します」とあいさつがありま
した。
わかやま市民生協リレー行進の森敬太さんは「たすきを繋げ

られるようがんばりたい」と決意を語りました。愛労連事務局
長竹内創さんは「国会は大変な状況。法案がどうなるかはある
が、行わせないことが大事。一緒にがんばりましょう」と挨拶
しました。

●半田市 ◆参加者　のべ 50 人　◆折鶴　1,000 羽
◆ペナント　2 本

半
田

国いいなりの自治体の姿勢をただす 平和行進すすむ
「岸田首相って広島出身？」　 「広島選出の議員というだけ」( 村上 )



6/9 のコース

敷地内で集会を開催できなかったため、歩道での集会に
なりました。共同連絡会の大村さんが挨拶。「今年は緊張
感のある行進。ロシアの戦争によって、世界で日本で大
軍拡が進められている。それを食い止める大きな運動に
していこう」。
大村さんから、全国通し行進者、わかやま市民生協行進
者、県内通し行進者を紹介。
ちんどんメンバーも加わって阿久比駅まで行進しまし
た。

●阿久比町

9:00
岩倉市役所→千秋病院→浅野交差点→

一宮市役所 葵公園→江南市役所→大口町役場

10:00 11:00

14:00 15:30 表敬訪問12:00

集会 集会

集会 集会

◆参加者　のべ 35 人
阿
久
比

村上さんを囲んだミニ学習会が、昼食休憩の東浦
勤労福祉会館で行われました。

東浦町につないだ平和行進は、まず、
東浦町勤労福祉会館で昼食休憩。後休憩
時間を活かして、同会場で、村上さんの
ミニ学習会。
その後、東浦町役場前に移動し、役場
東交差点までピースコールを響かせて行
進しました。

●東浦町

大府駅前で、出発集
会を行いました。全国
と県内の通し行進者の
紹介を、原水協代表理
事の大村さんが行い、
それぞれ行進者の代表
が挨拶をしました。コー

プあいちからの発言は、22 歳の若い職員。「平和につい
て考えるきっかけになった。買い物した時のおつりを募
金するとか、小さなことからでも始めたい。若い世代に
伝えていきたい」と語りました。

●大府市 ◆参加者　のべ 50 人
◆ペナント　3 本

大
府

◆参加者　のべ 50 人東
浦

小学校高学年の夏休みに、父親が最初で最後の被爆体験を
語った。「1.8キロ、駅のホームで被爆。ベンチの下にもぐり込み、
駅舎で爆風を免れたが、まわりを見ると大変な状況」。父親は
人生を全うできたが、自分自身が 8月 6日のことをきちんと知
ろうとしていなかったことにショックを受けた。高校生になり、
世界史の先生に誘われ、原爆研究同好会に入り、３年間楽しく
学習できた。長崎の大会にも初めて参加した。保育士を経て市
会議員を 5期務めて退任後、今は「碑めぐり」ガイドも。子ど
もたちには「体験は語れないけど、伝えていく、追体験はできる」
と話しました。話題は、G7広島サミットに及び、「でも、岸田
首相って、広島出身じゃないの？」と、質問がとぶと、すかさ
ず村上さんが「岸田首相は、広島で生まれたわけでもなく、育っ
たわけでもない。父親が、広島選出の国会議員で、選挙区を引
き継いだだけ」と、明確に答えていました。

わかやま市民生協の森さんは、「祖母が戦争体験している。
今も元気なので、元気なうちに話を聞かなくては、と思った」
と語りました。


